
◆高知市介護保険事業の現状と課題（日常生活圏域別） R5.3.9
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総人口 （人） 64,150 104,150 66,434 85,600 320,334 64,701 104,754 67,557 86,206 323,218

高齢化率 （%） 27.8 30.1 33.8 30.0 - 27.4 29.8 33.6 29.8 -

高齢者数 （人） 17,828 31,299 22,476 25,644 97,247 17,724 31,170 22,695 25,700 97,289

前期高齢者割合 （%） 48.5 46.3 45.2 46.2 - 51.1 48.4 47.6 48.4 -

後期高齢者割合 （%） 51.5 53.7 54.8 53.8 - 48.9 51.6 52.4 51.6 -

認定者数（要支援1） ※第１号被保険者のみ （人） 470 805 676 800 2,751 458 780 679 820 2,737

認定者数（要支援2） ※第１号被保険者のみ （人） 363 847 631 585 2,426 363 881 648 595 2,487

認定者数（要介護1） ※第１号被保険者のみ （人） 794 1552 1121 1238 4,705 758 1,510 1,144 1,268 4,680

認定者数（要介護2） ※第１号被保険者のみ （人） 496 918 780 757 2,951 503 924 769 742 2,938

認定者数（要介護3） ※第１号被保険者のみ （人） 379 763 558 598 2,298 390 767 558 585 2,300

認定者数（要介護4） ※第１号被保険者のみ （人） 450 813 621 686 2,570 416 809 621 656 2,502

認定者数（要介護5） ※第１号被保険者のみ （人） 285 597 449 515 1,846 310 567 448 532 1,857

認定率（要支援1） ※第１号被保険者のみ （%） 2.6 2.6 3.0 3.1 - 2.6 2.5 3.0 3.2 -

認定率（要支援2） ※第１号被保険者のみ （%） 2.0 2.7 2.8 2.3 - 2.0 2.8 2.9 2.3 -

認定率（要介護1） ※第１号被保険者のみ （%） 4.5 5.0 5.0 4.8 - 4.3 4.8 5.0 4.9 -

認定率（要介護2） ※第１号被保険者のみ （%） 2.8 2.9 3.5 3.0 - 2.8 3.0 3.4 2.9 -

認定率（要介護3） ※第１号被保険者のみ （%） 2.1 2.4 2.5 2.3 - 2.2 2.5 2.5 2.3 -

認定率（要介護4） ※第１号被保険者のみ （%） 2.5 2.6 2.8 2.7 - 2.3 2.6 2.7 2.6 -

認定率（要介護5） ※第１号被保険者のみ （%） 1.6 1.9 2.0 2.0 - 1.7 1.8 2.0 2.1 -

合計認定率  ※第１号被保険者のみ （%） 18.16 20.11 21.52 20.20 - 18.04 20.01 21.45 20.23 -

※市内大街26の地域を,東・西・南・北の４つのブロックへ分類。
東部ブロック：下知,三里，五台山，高須，大津，介良
西部ブロック：旭街，初月，朝倉，鴨田，鏡
南部ブロック：潮江，長浜，御畳瀬，浦戸，春野）
北部ブロック：上街，高知街，南街，北街，江ノ口，小高坂，布師田，一宮，秦，土佐山）

令和３年（202１年）

●事業状況報告月報（2021年10月１日時点）,高知市ホーム
ページ 高知市の統計より
（http://cms4.city.kochi.kochi.jp/soshiki/7/toukei1.htm
)
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＜高知市の現状分析と課題 ～日常生活圏域別～＞

日常生活圏域については，地理的条件，人口，交通事情その他の社会的条件，介護給付等対象サービスを提供するための施設の整備の状況その他の条件を総合的に勘案して，各市町村の高齢化のピーク時までに，目指すべき地域包括ケアシステムを構築することを念頭において定めること

とされている。

第８期計画では，令和元年度から令和２年度の地域包括支援センターの再編に合わせ，地域包括支援センターの14区域を「日常生活圏域」として設定した。また，第７期までの「東部」「西部」「南部」「北部」の４つの圏域については，地域包括支援センターの区域に合わせて一部見直しを行い，東
西南北の４つのブロック※として引き継いだ。

【指標：人口】

・高齢化率について,東部ブロックが最も低い一方,南部ブロックが最も高く,他のブロックよりも先行して高齢化が進んでいることが分かる。また,令和４年度においては西部,南部,北部の３ブロックで高齢化率30%に達した。
・令和４年度には全ブロックで,後期高齢者割合が前期高齢者割合を上回り, 人口構造の変化による財政的な負担の増加等に留意する必要がある。

【指標：要介護認定率】

・令和３年度に引き続き令和４年度においても前期高齢者割合が最も高い東部ブロックが,要介護認定率については最も低く, 後期高齢高齢者割合が最も高い南部ブロックが,同認定率についても最も高い結果となった。前段記載のとおり,全ブロックで前期高齢者割合を後期高齢者割合が上回っ
ていることから,財政的な負担の増加等に引き続き留意が必要である。

〇一般的に要介護認定率は,高齢化が進行することに伴い上昇するものと考えられるが, 南部ブロックについて,高齢化率は令和３年度：33.6%,令和４年度：33.8%と非常に高いものの認定率は令和３年度：21.45%,令和４年度：21.52%とそれに比して低い数値となっている。
（参考：本市全域 高齢化率30.3％,認定率19.5%（令和４年度）） これは,住民主体の介護予防活動の推進（こうち笑顔マイレージの普及等），一人ひとりの健康活動の推進（健康講座等），住民主体の支え合い活動の推進（百歳体操の活用等），高齢者の社会参加の促進（なごやか宅老)等，介護
予防事業の効果が表れてきていると考えられる。


